別紙

2025年度 文教大学臨床相談研究所 主催 専門研修講座
アウトリーチと連携の実際ー不可視の心痛に届くためにー
講師：岩倉 拓先生（あざみ野心理オフィス）
事例検討　事例発表者募集について

当講座にて事例検討の時間を設けます。アウトリーチならではの困難を感じている事例（※）について、領域を問わず幅広く募集いたします。
事例の発表を希望される方は、次頁のシートに記載をお願いいたします。

※（例）教育相談、幼稚園・保育園の巡回指導、社会的ひきこもり当事者や家族に対する訪問などの定期的訪問支援や、災害時支援等の緊急支援など。
発表資料には、訪問支援の制度的位置づけや、取り上げる支援対象者の特徴、多職種連携を行っている場合はそのあり方などの情報を含めてください。
　アウトリーチならではの困難の例：
1. クライエントとの物理的・心理的距離の取り方：自宅訪問や外出先での面談など、通常のカウンセリングルームとは異なる環境下での距離感の調整と侵入性のバランス
2. 偶発的な出来事への対応：訪問中に予期せぬ状況に遭遇した場合（例：家族の急な乱入、近隣住民との遭遇など）の対応
3. アポイントメントが取れない、途絶えてしまうケース：アウトリーチならではの連絡の困難さや、訪問先での不在が続く場合の対応
4. プライバシーの保護と情報共有のバランス：多職種連携において、どこまで情報を共有し、どこからがクライエントのプライバシー保護に当たるのかの判断
5. 自身の安全確保と感情のマネジメント：危険な場所への訪問や、感情的に不安定なクライエントとの関わりにおける自身の安全確保と心理的な負担への対処
6. 地域資源との連携の難しさ：クライエントのニーズに合った地域資源が見つからない、あるいは連携がうまくいかない場合の課題

○ご提供いただいた情報は当研修講座に関してのみ使用させていただきます。
○ファイルにパスワードをかけていただきますようお願いいたします。

締切日　2025年10月6日（月）
締切日厳守の上、メールにてお送り下さい。
文教大学大学院　人間科学研究科付属臨床相談研究所
E-mail:rinsho@bunkyo.ac.jp
[bookmark: _GoBack]
発表希望者氏名[　　　　　　　　　　　]
提出日：　年　月　日

事例概要
題名：　　　　　　　　　　　　　　　

1 クライエントの年齢や性別、主訴


2 　支援導入が決定するまでの経緯や、導入時のアセスメントに関する情報





3 　経過の概要（例：支援導入後半年が経過　等）










4 　検討希望事項（3点まで）





